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我
、
聞
く
所
に
從
ひ
て
口
伝
を
選
び
、
善
悪
を
億
ひ
、
霞
奇
を
録
す
。

願
は
く
は
、
此
の
福
を
以
て
群
迷
に
施
し
、
共
に
西
方
の
安
樂
国
に

生
ま
れ
む
こ
と
を

『
日
本
霊
異
記
』
（
以
下
『
霊
異
記
乞
は
、
賊
文
に
お
い
て
、
善
悪
の

「
霊
奇
」
の
口
伝
を
記
し
た
『
霊
異
記
』
の
福
徳
を
も
っ
て
衆
生
を
回
向
し
、

共
に
西
方
安
楽
国
へ
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
を
願
う
景
戒
の
思
い
が
述
べ
ら

（１）
れ
る
。
善
悪
の
表
と
し
て
示
さ
れ
る
仏
の
奇
瑞
を
集
積
す
る
と
い
う
『
霊

異
記
』
撰
述
の
実
践
の
先
に
、
景
戒
は
仏
道
の
境
地
で
あ
る
安
楽
国
と
い

う
〈
異
界
〉
へ
の
転
生
を
志
向
し
て
い
た
。

安
楽
国
へ
の
転
生
と
は
、
延
々
と
繰
り
返
さ
れ
る
六
道
輪
廻
の
転
生
を

離
れ
、
仏
果
を
得
る
こ
と
を
意
味
す
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
西
方

極
楽
世
界
へ
の
願
望
は
賊
文
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
中
巻
序
文
や
下
巻
序
文

な
ど
で
も
繰
り
返
し
言
及
さ
れ
て
お
り
、
「
霊
異
記
』
編
纂
の
実
践
と
安

楽
国
へ
の
転
生
を
願
う
景
戒
の
志
向
は
不
可
分
と
い
っ
て
い
い
。
「
霊
異
（２）

記
』
撰
述
と
は
「
西
方
安
楽
国
に
生
ま
れ
む
」
た
め
の
実
践
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
安
楽
国
へ
の
転
生
を
願
っ
た
景
戒
の
宗
教
実
践
で
あ
る
「
霊
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「
安
楽
国
」
と
「
日
本
国
」

は
じ
め
に ｌ

『
日
本
霊
異
記
』
に
お
け
る
天
皇
と
自
土
意
識
Ｉ異

記
」
の
編
纂
と
は
、
「
自
土
の
奇
事
」
つ
ま
り
「
日
本
国
」
に
あ
ら
わ

れ
た
仏
の
霊
験
を
集
積
し
衆
生
に
説
く
こ
と
で
あ
っ
た
。

さ
ま
あ
ら
は

た
だ

善
悪
の
状
を
呈
す
に
あ
ら
ず
は
、
何
を
以
て
か
曲
執
を
直
し
て
是

非
を
定
め
む
。
因
果
の
報
を
示
す
に
あ
ら
ず
は
、
何
に
由
り
て
か
、

悪
心
を
改
め
て
善
道
を
修
め
む
。
昔
漢
地
に
冥
報
記
を
造
り
、
大
唐

ひ
と
く
に

国
に
般
若
験
記
を
作
り
き
。
何
ぞ
、
唯
他
国
の
伝
録
に
愼
し
み
て
、

自
士
の
奇
事
を
信
け
恐
り
ざ
ら
む
や
。
（
上
巻
序
文
）

衆
生
が
回
心
し
て
仏
法
を
信
心
す
る
た
め
に
は
「
霊
異
」
と
し
て
示
さ

れ
る
善
悪
の
因
果
を
知
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
と
し
た
う
え
で
、
中
国

の
『
冥
報
記
』
「
般
若
験
記
』
ば
か
り
で
な
く
「
自
土
の
奇
事
」
を
信
じ

畏
怖
す
る
こ
と
を
説
く
。
因
果
の
理
法
を
「
日
本
国
」
の
「
奇
事
」
を
通

し
て
感
得
す
る
こ
と
に
景
戒
の
主
眼
が
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
景
戒
の
「
日
本
国
」
に
顕
現
す
る
奇
瑞
へ
の
志
向
ｌ
自
土

意
識
Ｉ
に
つ
い
て
、
多
田
一
臣
氏
は
、
「
こ
の
現
世
に
う
ご
め
く
も
ろ
も

ろ
の
衆
生
の
中
に
、
因
果
の
理
が
貫
徹
し
て
い
る
と
い
う
冷
厳
な
事
実
を

確
認
す
る
こ
と
」
と
、
「
こ
の
日
本
を
仏
法
の
威
光
の
高
揚
す
る
一
つ
の

聖
朝
と
し
て
、
律
令
政
治
体
制
の
称
揚
・
賛
美
の
形
で
捉
え
よ
う
と
す
る

（３）

こ
と
（
Ⅱ
国
家
意
識
）
」
の
二
つ
の
側
面
を
指
摘
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
「
自

山
本
大
介

異
界
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士
の
奇
事
」
の
集
積
に
よ
り
、
「
日
本
国
」
が
仏
の
感
応
に
お
い
て
大
陸

に
比
肩
す
る
仏
国
土
で
あ
る
こ
と
を
発
見
・
確
認
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら

な
い
。
安
楽
国
を
志
向
す
る
景
戒
の
宗
教
実
践
と
い
う
側
面
と
併
せ
て
考

え
る
と
、
「
自
土
の
奇
事
」
の
集
積
に
よ
る
仏
国
土
「
日
本
国
」
の
発
見

と
い
う
実
践
の
先
に
、
景
戒
は
安
楽
国
へ
の
転
生
を
志
向
し
て
い
た
こ
と

を
意
味
す
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
「
日
本
霊
異
記
」
と
い
う
実
践
に
お
い
て
、

日
本
を
仏
国
土
と
捉
え
る
自
土
意
識
と
安
楽
国
へ
の
転
生
の
志
向
は
不
可

分
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

本
稿
で
は
、
日
本
国
を
仏
国
土
と
し
て
捉
え
よ
う
と
す
る
『
日
本
霊
異

記
』
の
自
土
意
識
と
の
関
係
に
注
目
し
な
が
ら
、
人
間
界
か
ら
み
て
〈
異

界
〉
で
あ
る
安
楽
国
と
い
う
ト
ポ
ス
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

｜
安
楽
国
ｌ
語
ら
れ
ぬ
仏
の
世
界
ｌ

安
楽
国
と
は
「
極
楽
」
「
安
養
」
等
と
称
す
る
西
方
阿
弥
陀
仏
浄
土
の

異
名
の
一
つ
で
あ
る
。
浄
土
経
典
の
一
つ
で
あ
る
『
無
量
寿
経
』
よ
る
と

阿
難
白
し
佛
。
法
藏
菩
薩
、
爲
已
成
佛
而
取
二
滅
度
一
、
爲
未
二
成
佛
一
、

封君司皿引珂州幽汕君Ⅱ封園副閏圓凹訓利割引-望副『智蝿州呵而凰割謂刎封型凹司剖削却却討希『鋤雪へ一（・・・：。）榊袖詞Ⅷ郡司判到ユヨ引司趨函雪

謝
刷
細
捌
羽
割
引
１
-
昌
胡
刻
圃
劉
引
詞
剰
。

「
安
楽
」
と
は
西
方
十
萬
億
の
仏
土
を
越
え
た
仏
の
世
界
で
、
地
獄
・

餓
鬼
・
畜
生
の
「
三
途
」
の
苦
し
み
が
な
く
、
楽
だ
け
が
あ
る
世
界
で
あ

る
。
ま
た
「
阿
弥
陀
経
』
に
はil 爲

今
現
在
。
佛
告
二
阿
難
一
・
法
藏
菩
薩
、

爾
時
佛
告
二
長
老
舍
利
弗
一
。
從し是西方、過二十萬億佛土一、有二

了已成佛現在二西方一・

と
あ
り
、
「
無
量
寿
経
』
で
「
安
楽
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
阿
弥
陀
佛
の
い

る
世
界
を
「
極
楽
」
と
呼
ぶ
。
『
阿
弥
陀
経
」
と
『
無
量
寿
経
』
で
名
称

は
異
な
る
も
の
の
、
西
方
十
萬
億
刹
の
彼
方
に
あ
る
苦
な
き
世
界
と
い
う

こ
と
に
お
い
て
共
通
し
て
お
り
、
「
極
楽
」
「
安
楽
」
と
仏
典
に
よ
っ
て
名

称
は
異
な
れ
ど
西
方
阿
弥
陀
佛
浄
土
の
世
界
を
指
し
て
い
る
よ
う
で
あ

ブ（》Ｏ
一
方
「
霊
異
記
』
に
お
け
る
西
方
極
楽
世
界
に
関
す
る
叙
述
に
目
を

向
け
て
み
る
と
、
西
方
極
楽
を
目
指
し
て
修
行
し
た
僧
の
話
や
実
際
に
極

（４）

楽
へ
の
往
生
を
果
た
し
た
聖
の
話
な
ど
は
み
ら
れ
る
も
の
の
、
西
方
極
楽

世
界
の
具
体
的
な
様
相
や
性
質
に
つ
い
て
の
記
述
は
認
め
ら
れ
な
い
。
西

方
極
楽
世
界
、
安
楽
国
へ
の
志
向
が
窺
え
る
も
の
の
、
西
方
極
楽
世
界
の

様
相
を
示
す
叙
述
や
、
い
か
な
る
世
界
と
し
て
捉
え
て
い
た
か
と
い
う
認

識
に
つ
い
て
は
、
『
霊
異
記
』
の
な
か
に
は
ほ
ぼ
皆
無
で
あ
る
と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
な
傾
向
は
「
閻
羅
国
」
「
黄
泉
」
「
地
獄
」
等
と
称
さ
れ
、
そ
の

世
界
の
様
相
が
詳
細
に
描
出
さ
れ
る
冥
界
と
は
対
称
的
で
あ
る
。

極
楽
世
界
へ
の
往
生
が
「
秀
れ
た
る
厭
士
」
や
「
聖
に
し
て
凡
に
非
ざ
る
」

存
在
に
限
定
さ
れ
、
か
つ
奇
瑞
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る

な
ら
ば
、
安
楽
国
へ
の
転
生
そ
の
も
の
が
一
つ
の
奇
瑞
な
の
で
あ
り
、
安

楽
園
と
は
、
衆
生
に
は
極
め
て
到
達
し
難
い
聖
地
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す

る
。
凡
夫
の
一
人
に
過
ぎ
な
い
景
戒
に
と
っ
て
も
到
達
し
難
き
聖
地
で
あ

り
、
そ
の
存
在
を
信
じ
な
が
ら
も
い
か
な
る
世
界
な
の
か
そ
の
様
相
を
知

り
得
な
い
、
語
り
得
な
い
世
界
と
し
て
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
安
楽
園
と

は
、
衆
生
に
は
到
達
し
難
く
、
語
り
得
る
こ
と
の
で
き
な
い
〈
異
界
〉
で

あ
り
、
そ
の
よ
う
に
衆
生
の
住
む
人
間
界
と
隔
絶
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
お

但
一
口
樂
故
名
極
樂

０
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し
か
し
な
が
ら
、
「
霊
異
記
』
の
中
に
は
「
閻
羅
国
」
や
「
黄
泉
」
と
い
っ

た
世
界
と
は
相
反
す
る
極
楽
世
界
を
想
起
さ
せ
る
死
後
の
世
界
が
語
ら
れ

る
話
が
あ
る
。
上
巻
第
五
縁
で
あ
る
。

和
泉
國
に
漂
着
し
た
霊
木
を
用
い
、
後
に
吉
野
の
比
蘇
寺
に
安
置
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
菩
薩
像
を
造
っ
た
大
伴
氏
の
先
祖
大
部
屋
栖
野
古
が
、
死

後
三
日
に
し
て
蘇
生
し
、
冥
界
の
様
子
を
語
る
。
大
部
屋
栖
野
古
が
辿
り

着
い
た
冥
界
と
は
、
五
色
の
雲
に
芳
香
が
た
な
び
く
黄
金
の
山
で
、
そ
こ

で
生
前
仕
え
て
い
た
聖
徳
太
子
と
妙
徳
菩
薩
に
出
会
い
、
八
年
後
に
起
こ

る
蘇
我
入
鹿
の
乱
と
、
太
子
が
繊
悔
の
後
に
仏
像
建
立
の
た
め
再
び
地
上

の
宮
に
戻
る
こ
と
を
太
子
よ
り
告
げ
ら
れ
る
。
そ
し
て
妙
徳
菩
薩
か
ら
与

え
ら
れ
た
仙
薬
に
よ
っ
て
蘇
生
し
、
そ
の
後
は
難
を
逃
れ
長
寿
を
得
る
。

こ
の
屋
栖
野
古
が
訪
れ
た
世
界
は
『
霊
異
記
』
に
お
い
て
唯
一
の
極
楽

浄
土
的
な
死
後
の
世
界
で
あ
り
、
「
賛
」
に
お
い
て
「
妙
徳
菩
薩
」
は
文

殊
菩
薩
、
「
黄
金
の
山
」
は
五
台
山
、
「
宮
に
還
り
て
仏
を
作
り
た
て
ま
つ

る
」
と
は
聖
徳
太
子
が
聖
武
天
皇
に
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
、
行
基
が
文
殊

菩
薩
の
化
身
で
あ
る
こ
と
が
明
か
さ
れ
る
。
い
わ
ば
『
霊
異
記
」
の
な
か

で
「
聖
皇
」
と
賛
美
さ
れ
る
聖
武
天
皇
が
、
聖
徳
太
子
に
連
な
る
こ
と
が

明
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
。
黄
金
の
山
」
は
五
台
山
な
り
」
と
い
う
解
釈
は
、
中
国

（５）

の
聖
地
五
台
山
と
文
殊
菩
薩
信
仰
と
の
関
係
に
由
来
す
る
。

い
て
聖
地
た
り
え
て
い
る
ト
ポ
ス
な
の
で
あ
る
。

二
聖
徳
太
子
転
生
謹
と
五
台
山

Ｉ
上
巻
第
五
縁
、
大
部
屋
栖
野
古
蘇
生
證
を
中
心
に
Ｉ

唐
の
慧
祥
の
著
作
で
あ
る
「
古
清
涼
伝
』
に
よ
る
と
、
五
台
山
は
元
来
「
仙

（６）

者
之
都
」
「
名
爲
二
紫
府
一
」
「
常
有
二
紫
氣
一
・
仙
人
居
之
」
な
ど
と
言
わ
れ
、

神
仙
思
想
に
基
づ
い
た
霊
地
で
あ
っ
た
が
、
『
華
嚴
経
』
菩
薩
住
虚
品
に
「
東

北
方
有
二
菩
薩
住
虚
一
・
名
二
清
涼
山
一
・
過
去
諸
菩
薩
常
於
中
住
。
彼
現
有

（７）

二
菩
薩
一
・
名
二
文
殊
師
利
一
・
有
二
一
萬
菩
薩
春
囑
一
、
常
爲
説
し
法
」
と
あ

る
文
殊
菩
薩
の
住
処
の
清
涼
山
と
重
ね
ら
れ
、
文
殊
菩
薩
の
常
住
す
る
聖

地
と
し
て
信
仰
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
法
蔵
『
華
厳
経
探
玄
記
』
巻
十
五

に
は
「
五
清
涼
山
、
則
是
代
州
五
臺
山
是
也
。
於
レ
中
現
有
二
古
清
涼
寺
一
・

（８）

以
冬
夏
積
雪
故
以
爲
レ
名
」
、
『
華
厳
経
疏
』
巻
四
十
七
に
は
「
五
清
涼
山
。

即
代
州
雁
門
郡
五
臺
山
也
。
於
レ
中
現
有
二
清
涼
寺
一
・
以
レ
歳
積
二
堅
沐
一

（９）

夏
価
飛
レ
雪
。
曾
無
一
炎
暑
一
故
日
二
清
涼
一
」
と
あ
り
、
こ
れ
ら
が
成
っ
た

七
世
紀
末
に
は
『
華
厳
経
」
の
清
涼
山
は
五
台
山
と
い
う
具
体
的
な
場
所

に
比
定
さ
れ
、
神
仙
思
想
と
仏
教
思
想
と
が
結
び
つ
い
た
霊
場
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
神
仙
の
聖
地
か
ら
仏
教
の
聖
地
へ
と
い
う
変
遷
を
辿
る
五

台
山
で
あ
る
が
、
五
台
山
を
聖
地
た
ら
し
め
る
一
因
で
あ
ろ
う
霊
異
に
つ

い
て
、
「
古
清
涼
伝
』
に
よ
る
と
、
文
殊
菩
薩
の
化
現
や
仏
光
の
奇
瑞
と

（
旧
）
（
刑
）

い
っ
た
仏
教
的
な
も
の
に
加
え
て
、
「
五
色
雲
」
や
「
瑞
光
」
「
香
気
」
ま

た
仙
薬
に
関
す
る
話
と
い
っ
た
道
教
的
な
も
の
が
少
な
く
な
い
。
こ
れ
ら

は
「
霊
異
記
」
上
巻
第
五
縁
の
「
五
色
の
雲
」
「
名
香
」
と
い
っ
た
叙
述

や
、
文
殊
菩
薩
か
ら
仙
薬
を
授
け
ら
れ
て
服
す
る
場
面
と
重
な
り
、
仏
教

と
神
仙
の
要
素
を
共
に
有
す
る
中
国
の
五
台
山
と
の
関
係
性
が
認
め
ら
れ

る
。
「
「
東
の
宮
」
と
は
日
本
の
国
な
り
」
と
い
う
記
述
も
ま
た
五
台
山
か

ら
み
て
日
本
国
が
東
方
に
位
置
す
る
と
い
う
地
理
関
係
を
窺
わ
せ
よ
う
。

し
か
し
な
が
ら
聖
徳
太
子
や
大
部
屋
栖
野
古
が
死
し
て
後
に
訪
れ
た
世

-１０４-
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界
で
あ
る
こ
と
を
鑑
み
る
と
、
実
在
す
る
五
台
山
で
は
な
く
五
台
山
に
仮

託
さ
れ
た
死
後
の
世
界
〈
異
界
〉
と
し
て
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
日
本

を
東
に
見
る
五
台
山
の
位
置
は
、
日
本
の
側
か
ら
み
れ
ば
西
方
に
あ
た
り
、

『
霊
異
記
』
で
繰
り
返
し
言
及
さ
れ
る
西
方
極
楽
世
界
の
方
角
で
も
あ
る
。

ま
た
「
黄
金
の
山
」
と
い
う
景
観
は
仏
菩
薩
の
金
色
世
界
浄
土
を
捕
佛
と

（吃）

させる。
と
り
わ
け
、
こ
の
五
台
山
の
〈
異
界
〉
と
し
て
の
性
格
を
考
え
る
う
え

を

で
興
味
深
い
の
は
、
「
我
、
悔
過
し
畢
は
ら
ば
、
宮
に
還
り
て
仏
を
作
ら

む
」
と
い
う
太
子
の
発
言
で
あ
る
。
こ
の
発
言
は
、
後
に
太
子
が
聖
武
天

皇
と
し
て
転
生
し
、
大
仏
を
建
立
す
る
予
言
で
あ
る
が
、
一
方
で
聖
徳
太

子
も
ま
た
罪
を
負
い
悔
過
を
必
要
と
す
る
存
在
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
こ

と
に
注
意
し
た
い
。
こ
の
こ
と
は
、
五
台
山
が
太
子
の
生
前
の
罪
を
滅
除

す
る
世
界
、
つ
ま
り
は
前
世
の
罪
を
浄
化
す
る
世
界
で
あ
る
こ
と
を
示
唆

さ
せ
る
。
山
本
謙
治
氏
に
よ
る
と
、
中
国
の
五
台
山
も
ま
た
滅
罪
の
地
と

し
て
の
性
格
を
有
し
て
お
り
、
滅
罪
の
聖
地
と
し
て
の
性
格
は
、
応
化
身

と
し
て
の
示
現
と
滅
罪
と
い
う
文
殊
菩
薩
が
持
つ
属
性
に
よ
る
影
響
に
加

え
、
五
台
山
信
仰
の
最
盛
期
で
あ
る
八
世
紀
に
至
っ
て
は
末
法
思
想
の
流

行
に
伴
い
、
滅
罪
救
済
の
末
に
成
仏
が
果
た
さ
れ
る
聖
地
と
し
て
認
識
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
つ
い
に
は
「
五
台
山
聖
地
は
次
な
る
浄
土
へ
往
生
す

る
た
め
の
、
い
わ
ば
中
継
的
浄
土
地
と
し
て
意
味
付
け
」
ら
れ
、
文
殊
常

（旧）

住
の
地
か
ら
来
世
へ
の
救
済
の
聖
地
へ
と
展
開
し
て
い
っ
た
と
い
う
。
山

そ
の
も
の
が
〈
異
界
〉
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
〈
異
界
〉
と
〈
斯
界
〉
と

の
あ
い
だ
に
位
置
す
る
境
界
的
な
ト
ポ
ス
で
も
あ
る
こ
と
は
す
で
に
諸
学

指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
が
、
五
台
山
は
さ
ら
に
仏
教
的
な
意
味
付
け
が

付
与
さ
れ
、
浄
土
と
人
界
と
の
あ
い
だ
に
位
置
す
る
中
間
的
な
世
界
、
滅

罪
の
末
に
往
生
が
約
束
さ
れ
る
聖
地
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う

な
五
台
山
の
聖
地
と
し
て
の
在
り
方
は
、
『
霊
異
記
』
の
五
台
山
に
比
さ

れ
た
世
界
に
お
い
て
も
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い
。
「
霊
異
記
」
に
お
け
る

五
台
山
に
比
さ
れ
た
く
異
界
〉
も
ま
た
、
滅
罪
の
末
に
安
楽
国
へ
の
道
が

約
束
さ
れ
た
世
界
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
の
よ
う
な
世
界
に
聖
徳
太
子
と
文
殊
菩
薩
が
存
在
し
、
聖
武
天
皇
が

聖
徳
太
子
の
後
身
で
あ
る
こ
と
、
行
基
が
文
殊
菩
薩
の
化
身
で
あ
る
こ
と

が
明
か
さ
れ
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
『
霊
異
記
』
が
理
想
の
聖
代
と

す
る
時
代
の
「
聖
皇
」
で
あ
る
聖
武
天
皇
と
、
「
隠
身
聖
」
と
称
さ
れ
る

行
基
が
、
そ
れ
ぞ
れ
聖
徳
太
子
と
文
殊
菩
薩
の
後
身
で
あ
る
と
い
う
に
留

ま
ら
な
い
。
人
界
と
浄
土
と
の
中
間
に
位
置
す
る
減
罪
の
地
と
い
う
五
台

山
の
性
格
を
鑑
み
る
な
ら
ば
、
五
台
山
に
お
け
る
聖
徳
太
子
の
滅
罪
と
聖

武
へ
の
転
生
の
先
に
は
、
安
楽
国
へ
の
転
生
が
想
起
さ
れ
る
。
つ
ま
り
聖

徳
太
子
と
聖
武
天
皇
は
、
五
台
山
を
媒
介
と
し
な
が
ら
安
楽
国
と
の
関
係

に
お
い
て
そ
の
聖
性
が
保
証
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
で
は
な
い
か
。
『
霊

異
記
』
の
五
台
山
と
い
う
〈
異
界
〉
は
、
聖
武
天
皇
と
聖
徳
太
子
と
を
転

生
の
論
理
に
よ
っ
て
結
び
つ
け
る
と
と
も
に
、
聖
徳
太
子
や
行
基
の
聖
性

さ
ら
に
は
聖
徳
太
子
の
後
身
で
あ
る
聖
武
天
皇
が
「
聖
皇
」
で
あ
り
そ
の

御
代
を
「
聖
代
」
と
す
る
認
識
を
、
安
楽
国
と
の
関
係
に
お
い
て
保
証
し

て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

聖
武
天
皇
と
そ
の
御
代
を
称
揚
す
る
意
識
は
、
と
り
わ
け
中
巻
序
文
に

顕
著
で
あ
る
。

ほ

を
示
す
。
故
に
勝
宝
応
真
聖
武
太
上
天
皇
と
称
め
た
て
ま
つ
る
。

固
疋
グ
レ
〒
大
白
壬
グ

は
現
に
し
て
吉
凶
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聖
徳
太
子
か
ら
聖
武
天
皇
へ
の
転
生
は
、
「
人
身
」
か
ら
「
人
身
」
へ

と
い
う
転
生
で
あ
る
。
「
大
般
浬
藥
経
』
光
明
遍
照
高
貴
徳
王
菩
薩
品
に

「
人
身
難
し
得
、
如
二
優
曇
花
一
」
と
あ
る
よ
う
に
、
「
人
身
」
か
ら
「
人
身
」

へ
の
転
生
は
お
ろ
か
、
「
人
身
」
と
し
て
生
を
得
る
こ
と
自
体
が
困
難
と

考
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
認
識
は
、
仏
足
石
歌
一
六
番
歌
「
人
の

よ

す

が

も

ろ

も

ろ

身
は
得
が
た
く
あ
れ
ば
法
の
爲
の
因
縁
と
な
れ
り
努
め
諸 （脚）

『
霊
異
記
』
に
お
い
て
仏
の
奇
瑞
の
顕
現
は
天
皇
の
徳
に
基
づ
く
。
聖

武
天
皇
の
御
代
に
「
善
悪
の
表
」
が
「
多
数
」
で
あ
る
こ
と
は
「
聖
皇
の

徳
」
に
基
づ
く
の
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
聖
武
天
皇
は
「
聖
皇
」
な
の
で
あ

る
。
そ
し
て
「
聖
皇
の
徳
」
は
、
聖
徳
太
子
の
後
身
で
あ
る
こ
と
と
と
も

に
安
楽
国
と
の
関
係
に
由
来
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

西
方
安
楽
国
に
関
す
る
具
体
的
な
様
相
に
つ
い
て
「
霊
異
記
』
で
は
一

切
記
さ
れ
な
い
と
先
述
し
た
が
、
記
さ
れ
ず
と
も
安
楽
国
の
聖
性
が
す
で

に
前
提
と
し
て
あ
り
、
景
戒
を
は
じ
め
衆
生
に
は
到
底
語
り
得
ず
到
達
し

得
な
い
ほ
ど
の
聖
性
を
も
っ
て
存
在
す
る
〈
異
界
〉
で
あ
る
と
す
る
と
、

聖
徳
太
子
や
聖
武
天
皇
の
聖
性
を
裏
づ
け
る
安
楽
国
や
五
台
山
の
持
つ
意

味
は
大
き
い
。
安
楽
国
と
い
う
〈
異
界
〉
の
存
在
と
の
関
係
に
お
い
て
こ

そ
、
聖
武
天
皇
は
「
聖
皇
」
で
あ
り
、
そ
の
御
代
は
「
聖
代
」
な
の
で
あ

る
。
そ
し
て
安
楽
国
へ
の
転
生
が
約
束
さ
れ
た
「
聖
皇
」
の
治
め
る
「
聖

代
」
こ
そ
が
『
霊
異
記
』
が
理
想
と
す
る
仏
国
土
た
り
う
る
の
で
あ
る
。
『
霊

異
記
』
の
天
皇
観
や
聖
代
観
ｌ
日
本
国
を
仏
国
士
と
捉
え
る
自
土
意
識
ｌ

は
、
安
楽
国
と
い
う
〈
異
界
〉
と
の
関
係
に
支
え
ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

三
人
身
か
ら
人
身
へ
の
転
生
ｌ
変
奏
さ
れ
る
聖
代
Ｉ

呈
の
依
爬
謀

○

流
補
特
伽
羅
。

「
人
家
々
」
と
は
「
天
家
々
」
と
対
に
な
る
「
家
家
」
の
一
つ
で
あ
る
。
「
家

家
」
と
は
家
よ
り
家
へ
と
至
る
と
い
う
意
味
か
ら
、
「
天
家
々
」
は
天
界
で
、

「
人
家
々
」
は
人
間
界
に
お
い
て
転
生
を
繰
り
返
す
こ
と
で
悟
り
に
達
す

る
成
仏
の
修
道
の
段
階
に
入
っ
た
聖
者
を
指
す
。
つ
ま
り
景
戒
は
「
人
身
」

か
ら
「
人
身
」
へ
と
転
生
し
た
存
在
を
後
に
輪
廻
転
生
の
連
続
を
離
れ
成

仏
を
約
束
さ
れ
た
「
人
家
々
」
の
聖
者
と
認
識
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「
人
身
」
か
ら
「
人
身
」
へ
の
転
生
と
い
う
こ
と
に
お
い
て
、
聖
徳
太

子
と
聖
武
天
皇
も
ま
た
「
人
家
々
」
に
あ
た
る
。
「
人
家
々
」
の
聖
者
で

あ
る
こ
と
は
、
安
楽
国
へ
の
成
仏
の
階
梯
に
至
っ
た
存
在
で
あ
る
こ
と
で

あ
り
、
つ
ま
り
は
聖
徳
太
子
の
後
身
で
あ
る
聖
武
天
皇
は
安
楽
国
へ
の
性

進
め
諸
」
に
も
見
ら
れ
、
「
霊
異
記
』
の
編
纂
さ
れ
た
時
代
に
は
す
で
に

知
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

『
霊
異
記
』
の
中
に
も
因
果
応
報
に
基
づ
く
輪
廻
転
生
の
事
例
が
認
め
ら

れ
る
も
の
の
、
「
人
身
」
か
ら
「
人
身
」
へ
の
転
生
と
な
る
と
極
め
て
少
な

い
。
特
に
善
因
善
果
に
基
づ
く
「
人
身
」
か
ら
「
人
身
」
へ
の
転
生
と
な

る
と
先
の
聖
武
天
皇
と
聖
徳
太
子
の
他
に
は
、
二
人
の
高
僧
が
そ
れ
ぞ
れ

桓
武
天
皇
の
皇
子
に
転
生
す
る
下
巻
第
三
十
九
縁
の
例
の
み
で
あ
る
。

下
巻
第
三
十
九
縁
は
、
善
珠
と
寂
仙
が
そ
れ
ぞ
れ
大
徳
親
王
、
嵯
峨
天

皇
に
生
ま
れ
変
わ
る
転
生
讃
で
あ
り
、
善
珠
と
嵯
峨
天
皇
は
そ
れ
ぞ
れ
「
人

家
々
」
「
聖
君
」
と
称
さ
れ
る
。
「
人
家
々
」
と
は
『
倶
舎
論
』
や
「
瑞
伽

師
地
論
』
な
ど
唯
識
経
典
に
み
ら
れ
る
概
念
で
あ
る
。

謂
有
二
二
種
家
家
一
・
一
天
家
家
。
二
人
家
家
。
天
家
家
者
。
謂
於
二

天
上
一
從
レ
家
至
レ
家
。
若
往
若
來
證
二
苦
邊
際
一
・
刈
割
調
割
引
詞
洲
到

。
當
知
此
二
倶
是
預
-１０６-
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生
が
約
束
さ
れ
た
存
在
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
聖
武
天

皇
が
「
聖
皇
」
で
あ
り
、
そ
の
御
代
が
「
善
悪
の
表
」
が
頻
出
す
る
「
聖
代
」

で
あ
る
と
い
う
認
識
は
、
「
人
身
」
か
ら
「
人
身
」
へ
の
転
生
と
い
う
「
奇

事
」
が
示
す
安
楽
国
と
の
関
係
に
よ
る
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

さ
ら
に
は
、
高
僧
か
ら
桓
武
天
皇
の
皇
子
と
い
う
下
巻
第
三
十
九
縁
の

転
生
讃
と
は
、
「
霊
異
記
』
が
理
想
と
す
る
「
聖
皇
」
「
聖
代
」
を
成
立
さ

せ
た
聖
徳
太
子
か
ら
聖
武
天
皇
へ
と
い
う
「
人
身
」
か
ら
「
人
身
」
へ
の

転
生
の
変
奏
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
人
身
」
か
ら
「
人
身
」
へ
の
転
生

を
果
た
し
た
聖
武
天
皇
を
「
聖
皇
」
、
そ
の
御
代
を
「
聖
代
」
と
捉
え
る

な
ら
ば
、
同
じ
く
「
人
身
」
か
ら
「
人
身
」
へ
転
生
し
た
嵯
峨
天
皇
も
ま

た
「
聖
君
」
で
あ
り
、
そ
の
御
代
は
「
聖
代
」
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
「
聖

皇
」
聖
武
天
皇
と
そ
の
御
代
を
生
み
出
し
た
転
生
が
、
景
戒
自
身
が
生
き

る
嵯
峨
天
皇
の
御
代
と
い
う
「
今
」
に
お
い
て
変
奏
さ
れ
、
「
今
」
も
ま

た
、
聖
武
天
皇
の
御
代
と
同
様
に
「
聖
君
」
が
統
治
す
る
「
聖
代
」
で
あ

る
こ
と
が
、
下
巻
第
三
十
九
縁
の
転
生
讃
に
お
い
て
示
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
こ
に
、
過
去
の
「
聖
代
」
の
転
生
讃
の
変
奏
を
通
じ
て
、
「
今
」

の
御
代
を
、
「
今
」
の
「
日
本
国
」
を
、
安
楽
国
と
の
関
係
が
密
接
で
あ

る
仏
国
土
と
し
て
定
義
し
よ
う
と
す
る
景
戒
の
自
士
意
識
を
看
取
で
き
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
、
『
日
本
霊
異
記
』
に
お
け
る
安
楽
国
と
い
う
〈
異
界
〉
の
ト
ポ

ス
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
安
楽
国
は
、
衆
生
に
は
到
達
し
難
い
〈
異
界
〉

で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
理
想
の
聖
地
と
し
て
存
在
す
る
。
だ
か
ら
こ
そ
安

楽
国
に
近
し
い
存
在
を
聖
者
た
ら
し
め
、
安
楽
国
へ
の
階
梯
に
あ
る
存
在

が
統
治
す
る
国
を
仏
国
土
た
ら
し
め
る
ト
ポ
ス
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
そ

し
て
景
戒
に
よ
る
『
日
本
霊
異
記
』
の
実
践
と
は
、
日
本
国
と
安
楽
国
と

の
関
係
を
「
自
土
の
奇
事
」
を
通
じ
て
感
得
す
る
実
践
、
つ
ま
り
は
、
安

楽
国
と
い
う
〈
異
界
〉
と
の
関
係
の
な
か
で
日
本
国
を
仏
国
土
と
い
う
ト

ポ
ス
と
し
て
見
出
し
て
い
く
実
践
で
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

注
（
１
）
『
日
本
霊
異
記
」
の
引
用
は
、
多
田
一
臣
校
注
『
日
本
霊
異
記
」

上
中
下
（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
一
九
九
七
～
一
九
九
八
）
に
よ

り
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
本
（
出
雲
路
修
校
注
、
岩
波
書
店
、

一
九
九
六
年
十
二
月
）
と
新
潮
古
典
文
学
集
本
（
小
泉
道
校
注
、
新

潮
社
、
一
九
八
四
年
十
二
月
）
を
併
せ
て
参
照
し
た
。
仏
典
の
引
用

は
、
大
正
新
修
大
蔵
経
の
本
文
に
よ
り
、
訓
読
は
国
訳
一
切
経
、
岩

波
文
庫
本
を
参
照
し
た
。

（
２
）
『
日
本
霊
異
記
」
を
景
戒
の
実
践
と
し
て
捉
え
る
研
究
と
し
て
、

渡
部
亮
一
「
「
説
話
集
」
を
書
く
論
理
１
百
本
霊
異
記
』
上
巻
序
ｌ
」

（
「
日
本
文
学
」
第
五
三
巻
八
号
、
二
○
○
四
年
三
月
）
な
ど
が
あ
る
。

（
３
）
多
田
一
臣
「
自
土
意
識
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
古
代
国
家
の
文
学
ｌ
日

本
霊
異
記
と
そ
の
周
辺
ｌ
」
三
弥
井
書
店
、
一
九
八
八
年
一
月
）
。

（
４
）
上
巻
二
十
二
縁
、
中
巻
第
二
縁
、
下
巻
三
十
縁
な
ど
。

（
５
）
五
台
山
に
つ
い
て
は
、
日
比
野
丈
夫
、
小
野
勝
年
『
五
台
山
』
（
平

凡
社
、
一
九
九
五
年
九
月
な
ど
）
。
『
日
本
霊
異
記
」
上
巻
第
五
縁
と

五
台
山
と
の
関
係
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
た
研
究
に
、
渥
美
か
を
る
「
日

本
霊
異
記
に
お
け
る
説
話
の
形
成
過
程
ｌ
特
に
上
巻
第
五
縁
を
め

ぐ
っ
て
ｌ
」
（
「
説
林
」
第
十
七
号
、
一
九
六
八
年
十
二
月
）
、
吉
田

靖
雄
「
文
殊
信
仰
の
展
開
」
（
『
日
本
古
代
の
菩
薩
と
民
衆
」
吉
川
弘

文
館
、
一
九
八
九
年
七
月
）
、
朝
枝
善
照
「
日
本
霊
異
記
と
五
台
山

仏
教
文
化
圏
に
つ
い
て
」
含
日
本
古
代
国
家
の
展
開
』
下
、
思
文
閣

出
版
、
一
九
九
五
年
）
、
同
「
華
厳
の
世
紀
’
五
台
山
仏
教
文
化
圏

と
東
大
寺
」
（
『
華
厳
学
論
集
」
大
蔵
出
版
会
、
一
九
九
七
年
）
、
河
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（
Ｂ
）
山
本
謙
治
「
五
台
山
に
お
け
る
聖
地
信
仰
の
形
成
ｌ
仏
教
聖
地
形

成
の
一
例
と
し
て
ｌ
」
（
「
人
文
科
学
」
第
二
号
、
一
九
九
一
年
三
月
）
。

（
Ｍ
）
『
日
本
霊
異
記
」
に
お
け
る
天
皇
と
「
表
（
奇
事
）
」
と
の
関
係
に

つ
い
て
、
渡
部
亮
一
二
日
本
霊
異
記
』
の
天
皇
と
経
典
世
界
の
王
」
（
「
大

阪
青
山
短
期
大
学
研
究
紀
要
」
第
三
二
号
、
二
○
○
七
年
四
月
）
な
ど
。

（
巧
）
『
環
伽
師
地
論
』
巻
第
二
十
六
、
本
地
分
中
声
聞
地
第
十
三
第
二

（６）（７）（８）（９）（皿）（
ｕ
）
『
広
清
涼
伝
』
で
は
、
五
台
山
全
体
は
「
金
色
世
界
報
土
」
（
大
正

蔵
五
一
’
三
○
三
ｂ
）
と
い
っ
た
金
色
の
聖
な
る
世
界
と
し
て
表

現
さ
れ
る
。
八
世
紀
後
半
か
ら
九
世
紀
に
か
け
て
の
日
本
に
お
い
て

も
、
例
え
ば
『
七
大
寺
巡
礼
私
記
』
に
よ
る
玄
防
著
『
五
台
山
記
」

（
七
二
五
）
で
は
、
五
台
山
巡
礼
に
お
け
る
文
殊
化
現
の
奇
瑞
が
金

色
の
世
界
と
し
て
描
出
さ
れ
、
円
仁
『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
」
開
成

五
年
四
月
二
八
日
条
は
に
「
此
即
ち
清
涼
山
、
金
色
世
界
、
文
殊
師

利
現
在
利
化
の
と
こ
ろ
な
り
」
と
あ
り
、
五
台
山
を
金
色
世
界
と
み

（ｕ）「後聞二五臺山文殊所居、古來諸僧多人祈請一・遂超然杖し

錫。來二詣清涼一・適至二於山下一、聞訓困罰劃剰一・」（大正

錫
。
來
二
詣
清
涼
一
・
適
至
二
於
小

蔵
五
一
’
一
○
九
八
ａ
）
な
ど
。

略
）
名
遠
於
二

正
蔵
五
一
’
一

野
貴
美
子
「
日
蔵
（
道
賢
）
上
人
と
五
台
山
」
（
「
ア
ジ
ア
遊
学
」
第

二
二
号
、
二
○
○
○
年
十
二
月
）
な
ど
が
あ
る
。

大
正
蔵
五
一
’
一
○
九
三
ａ
。

る
叙
述
が
み
え
る
。

山
本
謙
治
「
五
座

大
正
蔵
九
’
五
九
○
ａ
・

大
正
蔵
三
五
’
三
九
一
ａ

大
正
蔵
三
五
’
八
五
九
Ｃ

ｌ

「僧名遠霞裕等一十八人、先向二東臺、見二五色慶雲一・

）名遠於二中臺佛塔東南六十餘歩一、又見二網目淵刑一」

一
○
○
ａ
）
な
ど
。

ａ
Ｏ

へ へ

大 中

爺
伽
虚
一
（
大
正
蔵
三
○
’
四
二
五
ａ
）
。
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